














































































ディアナは、夫の死後（1906 年）、ビジネスと 3 人の子供の世話を一人で担うことになったが、そ
れでも活発に執筆活動も行なっていた。	


























































































































                                                        
9	「ディアナは世界初の女性大使	」	(Svetlana	Aslanyan,	“Women	and	Empowerment	in	Armenia:	Traditions,	Transitions	
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論文審査の結果の要旨 
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学位論文の  
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 ディアナ・アプカーと来日アルメニア人難民  
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論文審査担当者氏名  
 （主査） 鈴木 道男       ，佐藤 勢紀子   ，妙木 忍  
      黒田 卓        ，         ，  




に論じた先駆的な研究の成果である。1915 年から 1930 年まで来日したアルメニア人難民
の実数、窮状をはじめとする実情と、彼らへの日本の処遇、及びそれに関するアルメニア
人ディアナ・アプカーが果たした役割・難民救済活動の詳細を明らかにすることを目的と
























別記様式  博在－Ⅶ－２－②－B 
アルメニア難民への対応は一貫性を欠いていたものの、難民のニーズに応えていたことに
ついても、個別の事例につぶさに当たり、明らかにすることに成功している。  
 虐殺の有無については、世界の大半の国が認めているが、日本政府はまだ認めるに
至っていない。審査に当たり、特に序章に示された「虐殺」とトルコの対応について、ア
ルメニア側の見方が強調されており、客観性に欠けるのではないかとの指摘があった。ま
たアプカーを描出するにあたり、メスロピャンさんのアプカーに対する敬意が強く現れす
ぎている部分があり、そこではやや研究の中立性に欠けるのではないかという意見もあっ
た。これらは瑕疵として認識される点である。  
しかし本論文の目的である日本に渡来したアルメニア難民とその処遇におけるディアナ
の役割、彼女の世界へのアルメニア難民救済のアピールを膨大な資料から初めて浮かび上
がらせた点について、その詳細かつ適切な分析は、委員会が一致して認めるところであっ
た。これによりメスロピャンさんは自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学
識を有することを示していることが確認できた。よって、本論文は、博士（国際文化）の
学位論文として合格と認める。  
